令和２年度高収益作物次期作支援交付金　受付票　（その２）
	氏名
	
	課税・非課税の別
	□課税　　□非課税


※高収益作物（前期作・次期作共通）として交付金対象とならないもの＝米、麦、大豆、そば、原料用甘藷（焼酎用・でん粉用）ほか



１　高収益作物の出荷実績（令和2年2月1日～4月30日）
	品目
	面積（a）
	出荷が確認できる資料
（本人名義のもののみ有効）
	用途【該当するものに○】

	
	ａ
	□出荷伝票　□その他（　　　　）
	加工・業務用、生食用、生花用

	
	ａ
	□出荷伝票　□その他（　　　　）
	加工・業務用、生食用、生花用


　※その他複合経営品目の有無：□あり（品目名　　　　　　　　　　　　）□なし
　※複合経営（例：野菜・花きと果樹・茶）の場合、令和2年2～4月に出荷した品目（例：野菜・花き）以外のもの（果樹・茶）について次期作として交付金対象にできない。逆も不可。

２　事業を希望する内容（次期作は出荷用のみ対象です。自家用は対象外です）
　⑴　①次期作に前向きに取り組む生産者への支援【定額支援： 5万円/10a、中山間地域等は
　　5.5万円/10a、施設栽培（花き等）は80万円/10ａ、施設栽培（ﾏﾝｺﾞｰ等）は25万円/10ａ】
	対象面積
	単価（円/10ａ）
	交付金額
	次期作 品目等

	ａ
	平地
	50,000円
	円
	

	ａ
	中山間等
	55,000円
	円
	

	　.　ａ
	施設（花き、大葉、わさび）
	800,000円
	円
	

	　.　ａ
	施設（ﾏﾝｺﾞｰ、おうとう、ぶどう）
	250,000円
	円
	

	合計
	ａ
	―
	円
	―


※施設栽培分は、加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設が対象（雨よけハウスは対象外）

　⑵　新たな品種や新技術の導入等の取組への支援【定額支援： 2万円/10a×取組項目数、
　　中山間地域等は2.2万円/10a×取組項目数】
	対象面積（ａ）
	単価（円/10ａ）
	交付金額(円)
	次期作 品目等

	ａ
	平地
	20,000円
	円
	

	ａ
	中山間等
	22,000円
	円
	

	合計
	ａ
	―
	円
	―


※中山間地域該当（北諸県地域）＝三股町全域、都城市の一部（旧西岳村、旧山田町、旧高崎町、旧高城町、旧山之口町、旧中郷村）
　⑶　厳選出荷に取り組む生産者への支援【定額支援：2,200円/1人・1日】 ※茶・花き等
	対象面積（ａ）
	人数（人）
	日数（日）
	単価（円/1人・1日）
	交付金額(円)
	次期作品目等

	ａ
	人
	日
	2,200円
	円
	

	ａ
	人
	日
	2,200円
	円
	

	合計
	ａ
	人
	日
	―
	円
	―


→裏ページにつづきます
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３　取組事項
①次期作に前向きに取り組む生産者への支援【定額支援：10ａ当たり5万円、中山間地域などでは10ａ当たり5.5万円、施設栽培（花き、大葉、わさび）は80万円/10ａ、施設栽培（マンゴー、おうとう、ぶどう）は25万円/10ａ】。施設栽培分は、加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設が対象（雨よけハウスは対象外）。交付は、一ほ場につき１回限り。

ａ　次の①～⑦の目標のうち、取組む項目「一つ」を記入ください。施設栽培＝80万円/10ａまたは施設栽培＝25万円/10ａの方は項目「二つ」を選択してください。なお、施設栽培（花き、大葉、わさび）＝80万円/10ａの場合は、以下③「品目・品種等導入」選択が必須です。
	類型
	項目名
	具体的内容（取組む項目にチェック）

	ア
	生産・流通コストの削減に資する取組
	□①機械化体系の導入
□②集出荷経費の削減に資する資材の導入

	イ
	生産性又は品質向上に要する資材等の導入に資する取組
	□③品目・品種等の導入（産地推奨の品目・品種の栽培）
　　　　　　　　　　　※宮崎県知事が認めたものに限る
□④肥料・農薬等の導入
□⑤かん水設備等の導入　（加温装置利用・空調装置利用・
　　　　　　　　　　　　かん水装置利用　ほか）

	ウ
	土づくり・排水対策等作柄安定に資する取組
	□⑥土壌改良・排水対策の実施
□⑦被害防止技術の導入


※導入する肥料名、農薬名など具体的な内容を記入（「本人名義」の購入伝票【納品書・
領収書など】の写し・作業日誌・作業写真などを提出していただきます）。施設栽培＝80万円/10ａまたは施設栽培＝25万円/10ａの方は、「ハウス外観写真」及び「ハウス内加温装置またはかん水装置の写真」を１筆ごとに提出ください。
	内容・品目名（肥料、農薬等）
	数量
	対象面積
	用途【該当するものに○】

	
	
	ａ
	加工・業務用、生食用、生花用

	
	
	ａ
	加工・業務用、生食用、生花用

	
	
	ａ
	加工・業務用、生食用、生花用

	
	
	ａ
	加工・業務用、生食用、生花用


ｂ　続いて次の⑧－１～⑧－３の目標のうち、取り組む項目一つを記入ください。施設栽培＝80万円/10ａまたは施設栽培＝25万円/10ａの方は以下からは選択できません。
	類型
	項目名
	具体的内容（取組む項目にチェック）

	エ
	作業環境の改善に資する取組
	□⑧―1：労働安全確認事項の実施
□⑧―2：農業機械へ安全装置の追加導入、ほ場環境改善・軽労化対策の導入

	オ
	事業継続計画の策定の取組
	□⑧―3：事業継続計画の策定等
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②新たな品種や新技術の導入等の取組への支援【定額支援：10ａ当たり2万円×取組項目数、中山間地域などでは10ａ当たり2.2万円×取組項目数】
　※交付は、取組ごとに一ほ場につき１回限り。

[bookmark: _GoBack]　ａ　次の三つの目標のうち、取り組む項目を記入ください（項目は最大三つまで選択可）。
	№
	項目名
	具体的内容（取組む項目ごとに一つチェック）

	ア
	新たに直販等を行うためのHP等の環境整備
	□①新規契約の締結
□②追加契約の締結
□③需要開拓による販路の変更

	イ
	新品種・新技術導入等に向けた取組
※宮崎県知事が認めたものに限る
	□①都道府県知事が定める新品種の導入
□②都道府県知事が定める新技術の導入

	ウ
	海外の残留農薬基準への対応又は有機農業、GAP等の取組
	□①残留農薬基準等への対応
□②有機農業の認証取得に向けた取組
□③GAPの認証取得に向けた取組
□④MPS（花き生産総合認証）の取得に向けた取組



　　※導入する新品種・新技術の内容、GAPの種類など、具体的な内容を記入（証拠書類の
　　　写し・作業日誌などを提出していただきます）
	品目
	導入内容
	対象面積
	用途

	
	
	ａ
	□加工・業務用
□生食用　□生花用

	
	
	ａ
	□加工・業務用
□生食用　□生花用

	
	
	ａ
	□加工・業務用
□生食用　□生花用

	
	
	ａ
	□加工・業務用
□生食用　□生花用

	
	
	ａ
	□加工・業務用
□生食用　□生花用



→裏ページにつづきます
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③厳選出荷の取組への支援【定額支援：１人・１日当たり2,200円】
※施設栽培分は、加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設が対象（雨よけハウスは対象外）。
	ア　対象品目目（チェックしてください）
	□露地花き（　　　　　　　）　　□茶　　
□施設栽培の大葉　　　　□施設栽培のわさび　　
□施設栽培のマンゴー
□施設栽培のおうとう　　□施設栽培のぶどう

	イ　対象面積 及び 用途
	【面積】　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ

	
	【用途】 　□加工・業務用　□生食用　□生花用

	ウ　施設栽培の場合、「ハウス外観写真」及び「ハウス内加温装置またはかん水装置の写真」の提出
	□あり　　　□施設栽培ではない

※今回交付金の別な取組で既に提出済みの場合は不要

	エ　令和２年２月以降に新型コロナウイルス感染症による影響で需要が大きく減少したことの証拠書類
	

	オ　取組内容
※個別農家のみで行う取組は対象外
	

	カ　地域の生産部会などの取り決めに基づいた、品質の高いものに限定して生産・出荷するなどの追加的作業であることを証明する書類
	

	キ　厳選出荷期間
（新型コロナウイルス感染症の影響がなくなり厳選出荷の取組を終了した日、又は対象品目の出荷を終えた日のいずれか早い日）
※R2年2月以降が対象
	令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日

（　　　　日間）

	ク　厳選出荷従事者数
	人

	ケ　交付金額
（キ×ク×2,200円）
	円

	コ　その他提出書類
	□参考様式３（取組実施者ごとの厳選出荷整理表）
□その他書類（交付金対象全員分。従事者氏名、従事内容、
　従事期間が分かるもの）



